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保
編
輯

和
漢

ア
ン
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ロ
ジ
ー

『冬
柏
山
房
抄
』

の
意
義

与
謝
野
寛

・
晶
子
と
鎌
倉
文
学
サ

ロ
ン

西

村

富
美
子

『冬
柏
山
房
抄
』
は
与
謝
野
寛

・
晶
子
夫
妻
の
主
宰
す
る

「冬
柏
」
の
同
人
で

　　
　　　
　

あ

っ
た
内
山
英
保
自
身
が
編
纂
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

発
行
年
月
日
は

「昭
和
十
年
十
月
十

日
」
一⑩
ω
㎝、
発
行
所
は
越
山
荘
と
記
さ
れ
、

「越
山
荘
」
の
名
は
内
山
氏
の
出
身
地

の
石
川
県
に
由
来
す
る
も
の
で
、
「越
山
」

は
内
山
氏
の
号
で
あ
り
、
内
山
氏
の
鎌
倉
に
あ

っ
た
山
荘
で
あ
る
。

『冬
柏
山
房
抄
』
の

「冬
柏
山
房
」

と
は
、
内
山
氏
が
大
正
十
三
年
一⑩
b。心
か
ら

住
ん
で
い
た
鎌
倉
の
笹
目
か
ら
大
正
十

五
年
一露
①
に
同
じ
鎌
倉
の
千
葉
ヶ
谷

(御

成
町
)
に
居
を
移
し
、
こ
の
山
荘
の
荘
内
の
山
頂
に
建

て
た
書
斎
の
名
称
で
あ
り
、

　　
　

命
名
者
は
内
山
氏
の
短
歌
の
師
、
与
謝
野
寛

で
あ

っ
た
。

越
山
荘

の
主
、
内
山
英
保
は
新
詩
社

の
な
か
で
は
異
色
の
学
歴
、
経
歴

(前
歴
)

の
持
ち
主
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
社
会
に
出
て
後
、
人
生

の
大
半
を
実
業
家
と

し
て
過
ご
し
た
そ
の
交
流
関
係
は
極
め

て
広
く
、
著
名
な
政
財
界
人
、
文
化
人
等

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
を
こ
の

「冬
柏
山
房
」
に
招
い
て
交
流
を
重
ね
た
。

当
時
こ
う
し
た

「越
山
荘
」
の
よ
う
な
別
荘

・
山
荘
を
所
有
す
る
人
物
た
ち
の
文

化
的
な
交
流
は
盛
ん
で
、
尾
崎
等
堂
の

「莫
哀
山
荘
」
(軽
井
沢
)、
島
谷
亮
輔

の

「拠
書
山
荘
」
、
吉
井
彦
太
郎
の

「五
松
山
荘
」
(伊
豆
)、
ま
た
信
楽
真
純
の

コ

行
荘
」
(鞍
馬
寺
)
な
ど
、
歌
会
や
俳
句
等
の
会
合
が
催
さ
れ
そ
の
席
で
漢
詩
等

も
作
ら
れ
た
。
与
謝
野
夫
妻
は
特
に

『冬
柏
』
時
代
に
こ
う
し
た
山
荘
を
訪
れ
て

　る
　

同
人
達
と
の
歌
会
を
主
宰
し
て
い
る
。

先

に

『冬
柏
山
房
抄
』
の
特
色
を
簡
単
に
挙
げ
て
お
く
な
ら
ば
、
編
纂
者
の
内

山
氏
は
、
学
歴

(教
育
系

・
芸
術
系
)、
職
歴

(原
合
名
会
社
社
員
、
絹
織
物
輸

出
会
社
創
業
者
、
原
三
渓
の
傘
下

に
再
参
加
、
横
浜
銀
行
等

へ
の
転
身
)
、
及
び

作
歌
歴

(実
業
界
引
退
を
し
て
鎌
倉

に
転
居
後
、
年
齢
は
五
十
九
歳
ご
ろ
～
七
十

三
歳
ご
ろ
)
ま
で
の
特
殊
な
経
歴

の
持
ち
主
で
あ
る
。
ま
た
編
纂
し
た

『冬
柏
山

房
抄
』
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
約
百
人
の
執
筆
者
数
ま
た

一
千
篇
を
越
す
作
品
数
、

　ヨ
　

及
び
漢
詩
漢
文

・
短
歌

・
俳
句

・
散
文

・
絵
画
等
の
多
岐
に
わ
た
る
作
品
の
分
野

で
あ
り
、
真
に
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
い
う
に
相
応
し
い
。
中
で
内
山
氏
の
短
歌
は
約

五
百
首

(歌
題
は
約
百
)
を
占
め
る
。

更
に
顕
著
な
の
は
執
筆
者
の
顔
ぶ
れ
で
あ
ろ
う
。
著
名
な
人
物
を
挙
げ
て
お
け

ば
、
与
謝
野
寛

・
晶
子
以
外
に
、
政
治
家

の
尾
崎
四写
堂
、
実
業
家
の
原
三
渓
、
歌

人
の
吉
井
勇

・
佐
々
木
信
綱

・
平
野
万
里

・
土
屋
文
明

・
森
田
草
平

・
吉
野
秀
雄
、

画
家
の
津
田
青
楓

・
有
島
生
馬

・
石
井
柏
亭

・
正
宗
得
三
郎

・
三
宅
克
己
、
文
学

者
の
徳
富
蘇
峰

・
久
米
正
雄

・
堀
口
大
学

・
高
野
辰
之
、
俳
人
の
荻
原
井
泉
水
、

高
浜
虚
子
、
僧
侶
の
信
楽
真
純
、
菅
原
曇
華
等
々
、
各
界
の
鐸
々
た
る
メ
ン
バ
ー

が
名
を
連
ね
て
い
る
。

内
山
氏
の
短
歌
の
師
で
あ

っ
た
与
謝
野
夫
妻
の
作
品
は
内
山
氏
に
次
い
で
多
く
、

寛
は
、
散
文

一
篇

・
短
歌
六
五
首

・
漢
詩

一
篇
、
晶
子
は
、
散
文
四
篇

・
短
歌
五

五
首
を
収
め
る
。
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内
山
英
保
編
輯

和
漢
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー

『冬
柏
山
房
抄
』
の
意
義

○
冬
柏
山
房

の
主
、
内
山
英
保
に

つ
い
て

先
に

『冬
柏
山
房
抄
』
及
び
編
者
の
内
山
英
保
に

つ
い
て
概
略
を
述

べ
た
が
、

内
山
英
保
に

つ
い
て
も
う
少
し
詳
細
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

明
治
元
年
一。。①
。。
に
生
ま
れ
、
昭
和
二
十
年
一Φ島
に
没
し
て
お
り
、
そ
の
生
卒
は

あ
る
意
味

で
記
念
す
べ
き
も

の
が
あ

る
。
石
川
県
出
身
で
、
新
潟
県
師
範
学
校

(新
潟
大
学
教
育
学
部
)
、
土
ハ立
学
校

(開
成
高
校
)
、
音
楽
取
調
掛

(東
京
芸
術

　　
　

大
学
音
楽
部
)

で
学
び
、
明
治
三
四
年

お
O一
に
大
実
業
家

の
原
三
渓
と
出
会
い
、

原
合
名
会
社
に
入

っ
た
が
三
年
で
退
社

す
る
。
故
郷
金
沢
で
絹
織
物
輸
出
の
会
社

を
創
業
す
る
が
、
四
二
年
一⑩
8
に
再
度

原
三
渓
の
傘
下
の
会
社
、
ま
た
横
浜
興
信

パ
6
)

銀
行

(横
浜
銀
行
)
な
ど
の
企
業
経
営

に
参
画
し
た
。

大
正

=
二
年
一⑩
逡
に
鎌
倉
の
笹
目

に
転
居
し
療
養
生
活
に
入
る
、
五
五
歳
。
大

正

一
五
年
一⑩
ま
に
千
葉
ヶ
谷
に
転
居
、
邸
内
に
書
斎
棟

「冬
柏
山
房
」
を
建
て
文

化
人
、
及
び
鎌
倉
在
住
の
文
化
人
と
盛
ん
に
交
流
を
し
、
同
時
に
歌
人
と
し
て
の

作
歌
活
動
を
開
始
し
て
お
り
、
与
謝
野
夫
妻
も

「越
山
荘
」
を
何
度
か
訪
れ
て
い

範
・昭

和
十
年
δ
。。α
に

『
冬
柏
山
房
抄
』
を
刊
行
す
る
と
同
時
に
、
雑
誌

「山
房
消

息
」
を
創
刊
、

一
七
年
一㊤
お
ま
で
に
六
五
号
を
発
行
し
た
。
与
謝
野
夫
妻
と
の
接

点
が
い
つ
頃
か
、
ま
た
そ
の
門
下
に
入

っ
た
の
は
い
つ
頃
か
正
確
に
は
分
か
ら
な

い
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時

の
新
詩
社
の
同
人
誌

「明
星
」
(第
二
次
)

の
第

一
〇
巻
第

一
号

「新
年
号
」
(大
正

一
五
年

一
二
月
二
〇
日
刊
行
)
に
初
あ

て
短
歌

「真
珠
抄
」

一
二
首
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
英
保
が
鎌
倉
に
転
居
し

た
こ
ろ
が
交
流
の
最
初

で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
英
保
が
五
七
歳

の
時

で
あ
る
。
翌
年

(昭
和
二
年
)
四
月

に

「函
山
冬
景
」

一
五
首
が
掲
載
さ
れ

(第

一
〇
巻
第
二
号
)
る
が
、
「
明
星
」
第

二
次

へ
の
投
稿
は
こ
の
二
回
に
止
ま
る
。

な
お
同
年
九
月

に

「
明
星
」
第
二
次

は
終
刊
と
な
る
が
、
そ
の
後
新
詩
社
の
新
し

い
同
人
誌

『冬
柏
』
の
発
刊

　　
　

投
稿
を
開
始
し
て
い
る
。

(昭

和

五
年

一
㊤
G。
O
)

と

と

も

に
、

同

誌

へ
の
短

歌

の

○

『冬
柏
山
房
抄
』

に
つ
い
て

こ
こ
で
、
改
め
て

『冬
柏
山
房
抄
』
の
内
容
を
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、

総

ペ
ー
ジ
数
二
〇
四
頁
、

扉
絵
は
彩
色
画
の
椿
の
花

(有
島
生
馬
作
)。

英
保
の
自
序

「山
を
愛
ず
る
心
数
則
」
(日
付

"
昭
和
十
年
六
月
二
十
三
日
)、

末
尾
に

「鎌
倉
は
七
百
年
は
夢
な
ら
で
命

つ
づ
け
り
こ
の
木
こ
の
草
」
の

一
首
。

ま
た

「
冬
柏
山
房
抄
刊
行
の
辞
」
に
、
収
録
し
た
短
歌
に
つ
い
て

一
切
心
の
趣
く
ま
ま
に
自
選
し
、
而
も
、
中
に
は
与
謝
野
夫
妻
先
生
加
筆
を

得
ざ
り
し
も
の
亦
勘
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
其
杜
撰
な
る
は
夫
妻
先
生
の
全
く

与
り
た
ま
は
ざ
る
所
な
る
こ
と
を
特
に
明
記
す
。
昭
和
十
年
七
月
二
十
三
日

と
記
し
て
い
る
。

写
真

(白
黒

・
カ
ラ
i
)
に
よ
る
作
品
を
随
処
に
配
し
、
作
品
は

「歌
題
」
の

も
と
に
整
然
と
構
成
さ
れ
、
各
頁
は
上

・
下
二
段
組
み
で
、
英
保
の
作
品
を
大
凡

は
下
段
に
配
列
す
る
。

　　
　

そ
し
て
最
後
尾
は
内
山
英
保
氏
の
寛
に
捧
げ
た
哀
悼
の
文
の
後
に
、

挽
歌
集
の

「師
を
契
く
」
が
あ
り
、

昭
和
十
年
四
月
四
日

墓
前
に

門
下

英
保

で
終
わ
る
。

作
者
は
百
人
に
近
く
、
各
界

の
著
名
人
、
ま
た
新
詩
社

の
同
人
等
、
す
で
に
挙

げ
た
よ
う
な
人
物
が
名
を
連
ね
る
。

以
上
、
『
冬
柏
山
房
抄
』
及
び

「冬
柏
山
房
」
の
主
、
内
山
英
保
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
が
、
次
に

『冬
柏
山
房
抄
』
に
は
、
二

つ
の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
て

『
冬
柏
山
房
抄
』
は
編
輯
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

一14一



○

「
冬
柏
山
房
」

の
二

つ
の

イ
ベ

ン
ト

『冬
柏
山
房
抄
』
に
は
内
山
氏
が
最
大
の
重
点
を
お
い
た
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
実

に
詳
細

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

一
、
昭
和
九
年
五
月
十

一
日

二
、
昭
和
十
年
正
月
四
日
の
集

で
あ
る
。
先
ず
、

一
、
に

つ
い
て
、
『
冬
柏
山
房
抄
』
は
、
石
井
柏
亭

の

「脊

義
」

の
色
彩
画

(写
真
版
)

と
共
に
、
次

の
よ
う
に
記
す
。

(当
日
の
歌
題
も

「
脊
義
)
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
)

昭
和
九
年
五
月
十

一
日
雅
会
を
越
山
荘
に
催
す
。
弩
堂
尾
崎
先
生
を
主
賓
と
し
、

与
謝
野
先
生
夫
妻
、
有
島
生
馬
、
石
井
柏
亭
、
正
宗
得
三
郎
、
津
田
青
楓
、
堀

口
大
学
、
近
江
満
子
、
森
杏
奴
、
石
井
龍
男
、
信
楽
真
純
、
井
上
苔
渓
、
田
中

悌
六
、
菅
沼
宗
四
郎
、
関
戸
信
次
、

諸
氏
来
り
会
す
。
当
日
の
作
品
は
歌
題
、

画
題
、
共
に
荘

の
事
物
な
ら
ざ
る
莫

し
。
藪
に
輯
め
て
以
て
冬
柏
山
房
抄
に
加

う
。
と
、
主
賓
の
尾
崎
弩
堂
、
師

の
与
謝

野
夫
妻
、
以
下
十
三
人
の
名
を
記
し
て
い

る
。

こ
れ
と
同
じ
内
容

の
記
事
が
、

『与
謝
野
寛
年
譜
』
及
び

『冬
柏
』

に
見
え

る
。五
月
十

一
日
、
内
山
英
保

の
招
請
あ
り
、
署
堂
翁
を
主
賓
と
し
て
、
諸
友
冬
柏

山
房
に
集
ま
り
、

の
ち
席
を
香
風
園

に
移
す
。
会
す
る
者
・…

(略
)
:
・・。

(『
与
謝
野
寛
年
譜
』
昭
和
九
年
)

五
月
十

一
日
の
午
前
か
ら
、
鎌
倉

の
内
山
英
保
氏
の
招
請
に
由
り
、
尾
崎
行
雄

先
生
を
主
賓
と
し
て
、
諸
友
が
内
山
氏

の
冬
柏
山
房

に
集
ま
り
、
夜
は
同
地
の

香
風
園
に
席
を
移
し
て
饗
を
受
け
た
。
会
す
る
者
は
、
尾
崎
先
生
の
外
、
・:
・

(略
)
・
・
:

(『冬
柏
』
消
息
欄
。
第
五
巻
第
六
号
、
昭
和
九
年
五
月
二
十
八
日
発
行
)

こ
の
日
の
会
合
が
、
与
謝
野
夫
妻
、

ま
た
新
詩
社

の
同
人
た
ち
に
と

っ
て
も
大

内
山
英
保
編
輯

和
漢

ア
ン
ソ
ロ
ジ
i

『冬
柏
山
房
抄
』
の
意
義

イ
ベ
ン
ト
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

※
な
お
当
日
の
参
加
者
の
短
歌
群
の
前
に
、

男
堂
自
筆
の
書

「心
静
奥
長
」
(題
辞
)、

与
謝
野
夫
妻
自
筆

(短
歌
、
双
幅
)
(色
紙
)、

弩
堂
自
筆

短
歌
二
首

有
島
生
馬
自
筆

短
歌

津
田
青
楓
自
筆

短
歌
二
首

石
井
柏
亭
自
筆

短
歌

正
宗
得
三
郎

・
晶
子
自
筆

寛
自
筆

短
歌
三
首

と
右

の
よ
う
な
作
品
、

の
短
歌
群

へ
と
続

い
て
い
き
、

「尾
崎
先
生
を
迎
え
て
」

正
宗
得
三
郎
自
筆
色
彩
画

石
井
柏
亭

・
有
島
生
馬
自
筆

津
田
青
楓
自
筆
色
彩
画

堀
口
大
学
自
筆

晶
子
自
筆

鉄
線
の
花

短
歌
あ
や
め

短
歌
画

・
短
歌
、

短
歌
二
首

総
べ
て
写
真
版
が
掲
載
さ
れ
、
当
日
の
参
加
者
十
三
人

最
後
尾
に
は
、

の
歌
題
の
英
保
の
短
歌
十
三
首

の
連
作
を
載
せ
、
最

後
に
出
席
者

の
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
二
、
に

つ
い
て
は
、
先
ず
最
初
の
頁
の
上
段
に
、
広
川
松
五
郎

の
色
彩

画

「
椿
の
樹
」
、
下
段
に

「昭
和
十
年
正
月
四
日
集
」

の
題
の
も
と
に
、
当
日
の

集
の
参
加
者

の
名
を
記
す
。

椿
の
樹

短
歌
と
書

短
歌

散

文

(
こ

の

う
ち

、

松

は
写

真

版

)

や

は

り

、

柏

』

に
見

え

る
。

四

日
、

松

五

寛

晶
子

寛

晶
子

胃
堂

満
子

英
保

晶
子

秋
骨

五

(松
川
広
五
郎
)

生
馬

柏
亭

悌
六

宗
四
郎

信
次(10

)

の
画

と

、

寛

・
晶

子

の

「
短

歌

と
書

」

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
内
容

の
記
事
が
、
『冬
柏
山
房
抄
』
及
び

『冬

正
午
近
く
な

っ
て
有
島
生
馬
先
生
が
葉
山
か
ら
、
戸
川
秋
骨
先
生
と
掛
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内
山
英
保
編
輯

和
漢
ア
ン
ソ
ロ
ジ
i

『冬
柏
山
房
抄
』
の
意
義

貝
芳
男
、
関
戸
信
次
二
氏
が
東
京
か
ら
、
近
江
夫
人
が
熱
海
か
ら
、
菅
沼
宗
四

郎
氏
が
横
浜
か
ら
訪
ね
て
来
ら
れ
た
。
午
後
其
等
の
諸
氏
と

一
緒
に
千
葉
が
谷

の
冬
柏
山
房
の
歌
会
に
出
席
し
た
。
山
房
の
内
山
氏
は
夫
人
が
微
悉
で
籠

っ
て

い
ら
れ
る
に
関
わ
ら
ず
、
旧
騰
来
の
予
定
の
如
く
此
会
を
催
さ
れ
た
。
来
会
者

は
外
に
尾
崎
胃
堂
、
石
井
柏
亭
両
先
生
と
田
中
悌
六
、
桑
野
信
子
二
氏
で
あ

っ

た
。(『
冬
柏
山
房
抄
』
鎌
倉
日
記
の
数
節

・
晶
子
。
『冬
柏
山
房
抄
』
に
記
さ
れ
た

以
外
の
出
席
者
は
、
掛
貝
芳
男

・
桑
野
信
子
)

啓
上
、

一
月
四
日
の
会

(内
山
氏
の
山
房
)
に
は
、
午
前
よ
り
海
浜
ホ
テ
ル
へ

お
出
で
下
さ
れ
た
く
候
。

(『
鉄
幹
と
晶
子
』
「寛
の
封
書
」
十
二
月
二
十
八
日
付
)

『冬
柏
山
房
抄
』
に
記
さ
れ
た
以
外

の
出
席
者
に
、
得
三
郎

(正
宗
)
、
苔
渓

(井
上
)、
辻
夫
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
)
。

*

「鎌
倉
詠
草
」
(出
席
者
)、
「鎌
倉
日
記
」
(晶
子
)

(『冬
柏
』
第
六
巻
第

二
号
、
昭
和
十
年

一
月
二
十
八
日
発
行
)

こ
の
二

つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

一
、
は
尾
崎
弩
堂
が
主
賓

で
、
二
、
は
与
謝
野
夫

妻
が
主
で
あ

っ
た
が

(弩
堂
も
出
席

は
し
て
い
る
)
、
写
真
版

の
挿
入
の
数
、
出

席
者
と
短
歌
の
数
か
ら
見

て
、
前
者

の

一
、

の
ほ
う
が
、
内
山
氏
に
と

っ
て
の
最

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(晶
子

・
戸
川
秋
骨

に
よ
る
散
文
二
篇
が

加
え
ら
れ
た
こ
と
は
後
者
二
、

の
特
徴
)

た
だ
共
通
し
て
い
る
の
は
、
尾
崎
弩
堂
が
特
別
来
賓

で
あ

っ
た
こ
と
で
、
弩
堂

自
身

の
短
歌

の
掲
載
数
、
ま
た
英
保
及
び
与
謝
野
夫
妻
の
弩
堂
に
対
す
る
敬
意
が

　　
　

随
処
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二

つ
が
、
内
山
英
保
の
作
歌
生
活
の
最
大
最
終
の
集
大
成
の
意
味
を
持

つ

イ
ベ
ン
ト
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
昭
和
九
年
、
十
年
を
ピ
ー
ク
と
し

て
、
内
山
氏
の
短
歌
創
作
の
意
欲
が
急
激
に
衰
退
し
て
い
く
こ
と
と
も
関
係
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
短
歌
の
師
、
与
謝
野
寛
が

『
冬
柏
山
房
抄
』
刊
行
の
二

ヶ

　ヨ

月

後

に
亡

く

な

っ
た

こ
と

も

要

因

で
あ

っ
た

の
だ

ろ

う

が

。

○

「冬
柏
」

の
名
称

「冬
柏
山
房
」
の
命
名
者
が
与
謝
野
寛
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
命
名

の
時

　
ヨ

期
が
何
時
で
あ

っ
た
の
か
は
不
明
確
で
あ
る
。

「冬
柏
山
房
」
の

「冬
柏
」
の
名
は
昭
和
五
年
前
後
に
突
如
と
し
て
頻
り
に
登

場
す
る
。
「冬
柏
山
房
」
以
外
に
、
同
人
誌
の
再
々
刊
と
し
て

『冬
柏
』
の
創
刊
、

与
謝
野
夫
妻
の
住
ま
い
に
晶
子
の
五
十
歳
の
誕
辰
を
記
念
し
て
贈
ら
れ
た
書
斎
に

「冬
柏
亭
」
と
命
名
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
晶
子
の

「冬
柏
」
の
花
の
愛
好
等
々
、

短
期
間
の
間

の
登
場

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

「冬
柏
」

の
名
が

一
時
期
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
の
だ
が
、
「冬
柏
」

と
い
う
名
に

つ
い
て
の
問
題
は
未
だ
に
議
論

の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

現
時
点

で
分
か

っ
て
い
る
範
囲
内

で
、
論
究

で
は
な
い
が
整
理
解
説
を
し
て
お
こ

う
。
明
確
な
結
論
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

「冬
柏
山
房
」
内
山
英
保
の
山
荘
の
書
斎
を

「
冬
柏
山
房
」
と
名
づ
け
た
の
は

与
謝
野
寛

で
あ
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
正
確
な
時
期
は
分
か
ら
な
い
が
、
命
名
の

事
実
は
幾

つ
か
の
記
述
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、

*

『
冬
柏
山
房
抄
』
「冬
柏
山
房
の
記
」

"
与
謝
野
寛

(昭
和
十
年

一
月
末
)

鎌
倉
な
る
千
葉
が
谷
と
佐
介
が
谷
の
境
す
る
山
に
、
我
が
友
内
山
英
保
ぬ
し

の
家
あ
り
。
そ
の
家
四

つ
の
所
に
別
れ
て
建
て
り
。
・
:
・略
・
:
・

書
斎
に
入
れ
ば
、
浄
机
あ
り
、
炉
あ
り
、
棚
に
古
書
の
数
巻
を
重
ね
、
壁
に
禅

家
の

一
軸
を
懸
け
て
、
白
き

一
枝
の
花
を
瓶
に
挿
せ
り
。
こ
の
書
斎
を
、
あ
る

じ
が
冬
柏
山
房
と
名
づ
け
た
る
は
、
山
に
自
生
の
椿
多
く
し
て
、
冬
よ
り
春
に

及
ぶ
ま
で
花
を
絶
た
ず
、
枝
に
あ
る
、
地
に
散
れ
る
、
土
ハに
主
の
愛
す
る
所
に

し
て
、
お
の
れ
寛
の
早
く
考
証
し
た
る
国
語
の

「
つ
ば
き
」
の
語
原
が
、
漢
語

　

チ

ユ

パ

ク

の

「
冬

柏
」

の
古

音

「
日
午

勺
爵

」
の
転

音

な

る

こ
と

に
由

り

ぬ
。

・
:

・略

:

:

こ
れ

は

客

間

に
し

て
、

越

山

荘

と

名

づ

け

た

る

は
、

あ

る
じ

の
郷

国

な

る
越

後

に
ち

な

め

る

な

り

。

:

:
略

:

:
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か
く
四

つ
の
所
に
分
か
れ
た
る
家

ど
も
、

兼
ね
、
季
節
毎
に
木
草

の
花
あ
り
、

何
れ
も
清
素
に
し
て
優
雅
の
趣
を

*

『同
書
』
「冬
柏
亭
雑
記
の

一
節
」

"
与
謝
野
晶
子

(昭
和
五
年
四
月
)

花
の
無
い
冬
か
ら
春
に
亘

っ
て
久
し
い
盛
り
を
見
せ
る
花
と
し
て
私
は
椿
が
好

き
で
あ
る
。
震
災
前
の
正
月
に
熱
海

か
ら
初
島

へ
船
を
仕
立
て
て
椿
の
花
を
見

に
行

っ
た
事
も
あ

っ
た
。
近
年
鎌
倉

の
内
山
英
保
さ
ん
の
扇
が
谷
の
山
荘
に
野

生
の
椿
の
多
い
の
を
見
て
羨
ま
し
く
思

っ
て
い
る
と
、
郊
外
の
庭

へ
友
人
達
が

よ
く
花
を
持

つ
椿
の
老
木
を
植
え

て
下
さ

っ
た
の
は
嬉
し
い
事
で
あ

っ
た
。
:

:

(晶
子
誕
辰

"
昭
和
四
年
十
二
月
)
・
:
・其

の
夜
友
人
達
の
間
に
同
人
雑
誌

を
再
興
す
る
議
の
生
じ
た
の
が
本

で
、
平
野
万
里
さ
ん
を
編
輯
主
任
に
推
し
、

こ
の
四
月

(昭
和
五
年
)
に
初
号
を
発
行
し
た
が
、
其

の
題
号
も
椿
に
ち
な
ん

で

『冬
柏
』
と
附
け
ら
れ
た
。
良
人

の
考
証
に
由
る
と

「
ツ
バ
キ
」

の
語
原
が

支
那
語
の

「冬
柏
」
の
古
音

「
ツ
バ
ク
」
に
本
つ
く
か
ら
で
あ
る
。
朝
鮮
で
も

現
に
此
木
を

「
ツ
ン
ダ
バ
ク
」
と
云

い
、
字
に
は

「冬
柏
」
と
書
い
て
い
る
。

　
ヨ

こ
の
考
証
に
由

っ
て

一
昨
年

(昭
和

三
年
?
)
既
に
内
山
さ
ん
の
鎌
倉

の
山
荘

が

「冬
柏
山
房
」
と
命
名
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
ま
た
私

の
誕

辰
を
記
念
し
て
先
輩
と
友
人
か
ら
旧
騰
私
に
日
本
風
の
書
斎
を
贈

っ
て
頂
い
た

が
、
そ
の
新
築
が
此
の
四
月
に
雑
誌

の
発
行
と
同
じ
頃
に
出
来
上
が

っ
た
。
六

畳
と
三
畳
と
二
室
の
書
斎
で
あ
る
。
私
は
是
れ
に

「冬
柏
亭
」
と
云
う
名
を
附

け
て
、
南
側
に
新
し
く
紅
白
両
樹
の
椿
を
植
え
た
。
旧
騰
の
椿
の
花
の
宴
よ
り

引
き

つ
づ
く
師
友
の
御
厚
情
を
永
く
記
念
し
、
そ
の
感
激
の
中
に
読
書
も
し
筆

を
も
執

っ
て
い
た
い
為
で
あ
る
。

*

『
同
書
』
「鎌
倉
日
記
の
数
節
」

"
与
謝
野
晶
子

(昭
和
十
年

一
月
四
日
)

:
:
内
山
氏

の
お
宅
は
千
葉
が
谷
の
山
を
占
め
て
、
山
下
に
母
屋
と
越
山
荘
が

あ
り
、
山
上

に
茶
室
風
の
冬
柏
山
房
が
あ
る
。
氏
が
十
年
前
に
此
処
に
移
ら
れ

て
以
来
、
私
達

の
訪
問
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
氏
は
此
山
の
自
然
を

内
山
英
保
編
輯

和
漢

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

『冬
柏
山
房
抄
』
の
意
義

破
壊
し
な
い
よ
う
に
し
て
幾
筋
か
の
径
を
造
り
、
清
明
台
、
槍
浪
台
、
望
岳
台
、

な
ど
の
展
望
台
を
設
け
、
山
中

の

一
木

一
草
を
も
四
季
の
好
友
と
し
て
愛
護
せ

ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
に
は
山

に
碕

っ
て
大
社
、
名
刹
、
邸
宅
が
少
な
く
な
い
。

氏
の
お
宅
は
其
れ
に
比

べ
て
つ
つ
ま
し
や
か
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
清
素

に
し
て
幽
雅
な
趣
致
を
満
た
し
て
い
る
。
老
い
て
足
る
こ
と
を
知
る
の
は
尊
い

と
云
う
が
、
誠
に
氏

の
如
き
は
足
る
こ
と
を
知
る

一
人
で
あ
ろ
う
。

*

「
日
本
語
原
考
三
十
」

"
与
謝
野
寛

(『明
星
』
第
二
次

"
昭
和
二
年
四
月
)

　

ッ

バ
ク

ツ

バ
キ

「
ツ
バ
キ
」
(椿
)
は

「冬
柏
」
の
古
音

「臼
。。
午
勺
欝

」
が

「
目
ω〒
bU
P
匹
」
と
転

じ
た
語
。
「翠
柏
」、
「春
柏
」
、
「叢
柏
」
と
も
書
き
、
共
に
同
じ
古
音
を
持

っ

て
い
る
。
義
は
冬
の
日
も
緑
な
る
柏

の

一
種
な
る
が
故
に
称
す
る
。
「
柏
」
は

常
緑
の
喬
木
に
亘

っ
て
広
く
用
い
る
古
称

で
あ
る
。
予
は

「
ツ
バ
キ
」
の
語
原

を
探
る
に
久
し
く
苦
し
ん
だ
。
然
る
に
計
ら
ず
も
朝
鮮

の
丁
茶
山
が
著
し
た

「雅
言
覚
非
」
(朝
鮮
研
究
叢
書
第
五
巻
)
に

「
ツ
バ
キ
」
を

「冬
柏
」
と
呼
び
、

「翠
柏
」、
「春
柏
」、
「叢
柏
」
と
も
呼
ぶ
こ
と
を
知
り
、
支
那
の
古
語
が
我
国

に
も
彼
国
に
も
保
存
せ
ら
れ
て
い
る
事
を
知

っ
た
。
「
ツ
バ
キ
」
は

「
山
茶
」

の

一
種
で
あ
る
が
、
丁
茶
山
は

「酉
陽
雑
姐
」
に

「山
茶
は
高
さ
丈
余
、
花
の

大
き
さ
寸
に
盈
ち
色
は
緋
の
如
く
、
十
二
月
に
開
く
」
と
あ
る
を
引
き
、
ま
た

東
披

の
山
茶
の
詩
に

「
葉
厚
有
レ
犀
稜
角
健
.
、
花
深
少
砂
態
鶴
頭
丹
.」
及
び

「燗
紅
如
け
火
、
雪
中
。開
ク」
と
あ
る
句
を
引
い
て
説
明
し
て
い
る
。
我
国
で
は

山
茶
花
と

「
ツ
バ
キ
」
と
を
久
し
く
区
別
し
て
い
る
。

*

『
冬
柏
』
消
息
欄

第
二
巻
第

一
号
、
昭
和
五
年
十
二
月
二
十
五
日

「冬
柏
」
は
巻
を
改
め
る
と
共
に
表
紙
の
図
案
を
前
と
同
じ
く
広
川
松
五
郎
さ

ん
が
書
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
柏
亭
先
生
の
ス
ケ

ッ
チ

一
題

の
外

に
梅
原
龍

三
郎
先
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
三
題
の
ス
ケ
ッ
チ
の
内
二
題
を
本
号
に
挟
み
ま
し

た
。
あ
と
の

一
題
は
次
号
に
挟
み
ま
す
。
序
で
に
書
き
添
え
ま
す
が
、
「冬
柏
」

を
何
と
読
む
か
と
い
う
お
問
合
せ
を
各
地
か
ら
受
け
ま
す
。

こ
れ
は
国
語

の
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内
山
英
保
編
輯

和
漢
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

『
冬
柏
山
房
抄
』
の
意
義

「
ツ
バ
キ
」
(椿
)
の
語
原
の
字
で

「
ト
ウ
ハ
ク
」
と
読
ん
で
い
ま
す
。
柏
亭
先

生
か
ら
承
り
ま
す
と
朝
鮮
に
は

「冬
柏
島
」
と
云
う
島
も
あ
る
相
で
す
。
朝
鮮

で
は
現
に

「
ツ
ン
グ

・
バ
ク
」
と
読

ん
で
我
国
の
椿
に
当
る
言
葉
で
す
。

以
上
挙
げ
た
記
事
を
整
理
し
て
お
け
ば
、

「冬
柏
山
房
」

「冬
柏
」

の
命
名
、

刊
、
と
昭
和
三
年

・
四
年

・
五
年
と
連
続
し
て
お
り
、

る
強

い
愛
着
が
感
じ
ら
れ
る
。

柏
」
が

「
つ
ば
き
の
花
」
で
あ
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
論
拠
は

「
日
本
語
原
考
」
の

「
つ
ば
き
」
説
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
言
語
学

・
植
物
学
等
の
関
連
も
あ
り
、

単
純
に
は
結
論
を
得
ら
れ
そ
う
に
な

い
。

「
冬
柏
」
の
中
国
の
古
音
が

「日
撃

も
更

」
「臼
宰
勺
爵

」
で
「
日
の〒
bd
P
匹
」
と
転

じ
た
の
か
。
韓
国
で
は

「
冬
柏
」
は

「
ツ
バ
キ
」

の
こ
と
な
の
か
。
「
ツ
バ
キ
」

は

「
山
茶
」
の

一
種
な
の
か
。
韓
国

で
は

「
ツ
バ
キ
」
を

「
ツ
ン
グ

・
バ
ク
」
と

言
い
、
「冬
柏
」
の
字
を
当

て
、
「
冬
柏
島
」
と
い
う

「
つ
ば
き
」
の
島
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
説
に
対
し
て
は
、
現
在
で
は
や
は
り
結
論
し
が
た
い
と
い
う
の
が
実
状

で
あ
る
。

所
謂

「椿
」
は
、
中
国

で
は

「
つ
ば
き
」

で
は
な
く
別
の
植
物

で
、
「
山
茶
」

は
中
国
に
も
あ
り
、
日
本
と
同
じ
く

「
サ
ザ
ン
カ
」
(山
茶
花
)
で
中
国
渡
来
の

植
物
で
あ
り
、
山
茶
花
は

ツ
バ
キ
科

に
属
す
る
。
漢
字
を
用
い
な
い
韓
国
で

「冬

柏
島
」
が

「
つ
ば
き
」

の
名
所
と
言

え
る
か
ど
う
か
、
(ち
な
み
に
韓
国
語
で
は

「
ツ
ン
グ

・
バ
ッ
ク

・
ソ
オ
」
)。
と
い

っ
た
諸
説

の
み
を
今
回
は
提
起
し
て
お
こ

う
。
筆
者
も
考
え
る
と
こ
ろ
は
あ
る

の
だ
が
稿
を
改
め
た
い
。

「冬
柏
」
(雑
誌
)

「冬
柏
亭
」

「冬
柏
山
房
」

「冬
柏
山
房
の
記
」

・

「冬
柏
亭
雑
記
の

一
節
」

「鎌
倉
日
記
の
数
節
」

「冬
柏
山
房
の
記
」

・

「冬
柏
亭
雑
記
の

一
節
」

「鎌
倉
日
記
の
数
節
」

・

「
日
本
語
原
考
三
十
」

「冬
柏
亭
雑
記

の

一
節
」

・

『冬
柏
』
第
二
巻

・
第

一
号

「冬
柏
亭
雑
記

の

一
節
」

晶
子
の

「冬
柏
亭
」
の
完
成
、
雑
誌

『冬
柏
』
の
創

「冬
柏
」

の
名
称
に
対
す

た
だ

こ
の

一
連
の

「冬
柏
」

の
ル
ー
ツ
は
、
「冬

○

『
冬
柏
山
房
抄
』
の
漢
詩
漢
文
の
作
品

『冬
柏
山
房
抄
』
は
約

一
千
首
の
短
歌
等
を
収
め
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
極
め

て
僅
少
だ
が
十
五
人
の
作
者
の
漢
詩
漢
文
の
作
品
二
十
二
篇
を
収
録
し
て
い
る
。

数
量
的
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
の
だ
が
本
書
の
中
で
は
異
彩
を
放

つ
存
在

で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
作
品
が
作
者
の
直
筆

で
、
紙
材
が
紙
箋

・
色
紙

・
条
幅
等

で
大
半
が
写

真
版

で
あ
り
、
『
冬
柏
山
房
抄
』
を
極
め
て
豪
華
集
と
す
る

一
助
を
な
し
て
い
る

こ
と
と
、
作
者
が
短
歌
の
世
界
と
は
無
関
係

で
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
の
著
名

　ろ

人
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

編
者

の
内
山
英
保
は
歌
人

で
あ
り
、
本
書
も
基
本
的
に
は
歌
集
で
あ
る
。
筆
者

が
興
味
を
感
じ
た
の
は
、
漢
字

の
世
界
と
仮
名
の
世
界
の
融
合
し
た
独
自
の
世
界

で
あ
る
。

こ
う
し
た
異
質
の
作
品
集
を
制
作
し
た
内
山
英
保
の
意
図
は
何
で
あ

っ

た
の
か
考
え
て
み
よ
う
と
思

っ
た
の
が
、
実
は
こ
の
小
論
の
出
発
点
で
あ
り
目
的

で
あ

っ
た
。
論
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
、
先
に
本
書
所
収
の
漢
詩

・
漢
文
関
係
の

作
品
を
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
『冬
柏
山
房
抄
』

の
目
次
に
し
た
が

っ
て
、

列
記
す
る
。

①
題
辞

②
山
房
路
及
題
詩

③
古
語
及
書

④
詩
句
及
書

⑤
漢
詩
及
書

⑥
其
二

⑦
漢
詩
及
書

⑧
漢
詩
及
書

⑨
漢
詩
及
書

⑩
五
言
及
書

⑪
漢
詩
及
書

田
辺
新
之
助
(松
披
)

原

富
太
郎
(三
渓
)

荒
井
賢
太
郎
(松
陽
)

有
吉
忠

一

(成
南
)

田
辺
新
之
助
(松
披
)

原

富
太
郎
(三
渓
)

上

真
行
(夢
香
)

堀
口
九
萬

一
(長
城
)

有
島
生
馬

丸
田
尚

一
郎
(苛
完
)

四
言

一
句

昭
和
八
年
夏

画

・
七
言
絶
句

八
句
五
言
二
句

五
言
古
詩

五
言
古
詩

七
言
絶
句

五
言
古
詩

五
言
律
詩

(雨
東
生
)
五
言

一
句

七
言
絶
句

昭
和
五
年

一
月

昭
和
八
年
三
月

昭
和
八
年
三
月

昭
和
八
年
十
月

昭
和
五
年

・
六
年

昭
和
八
年
九
月
十
六
日

昭
和
五
年
十
二
月
十
五
日
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⑫
漢
詩
及
書

⑬
漢
詩
及
書

⑭
漢
詩
及
書

⑮
漢
詩
及
書

⑯
漢
詩

⑰
漢
文
及
書

⑱
越
山
荘
詞
よ
り

⑲
漢
詩
及
書
上

⑳
漢
詩
三
首

⑳
絶
句
二
首

絶
句
二
首

⑳
題
辞
及
書

()
は
号
。

頼
母
木
桂
吉

(春
陽
)

高
野

辰
之
(斑
山
)

菅
原

時
保
(曇
華
)

与
謝
野

寛

飯
塚
彦
治
郎
(鵜
崖
)

飯
塚
彦
治
郎
(鵜
崖
)

鈴
木
朔
太
郎
(墨
庵
)

真
行
(夢
香
)

丸
田
尚

一
郎
(苛
完
)

上

真
行
(夢
香
)

五
言
絶
句

七
言
絶
句

七
言
絶
句

七
言
律
詩

七
言
律
詩

昭
和
四
年
十
二
月
五
日

昭
和
四
年
十
二
月
五
日

五
言
律
詩

七
言
絶
句
三
首

七
言
絶
句
四
首

昭
和
四
年

尾
崎

行
雄
(弩
堂
)

四
言

一
句

⑯
⑳
⑳
は
印
刷
活
字
、
他
は
自
筆
。
な
お
制
作
時

の
分
か
る
も
の

は
年
日
時
を
記
し
た
。

以
下
に
作
者
の
略
歴
を
付
し
た
が
不
詳
者
は
作
品
番
号

の
み
を
記
し
た
。

①
⑤
⑥
田
辺
新
之
助

"
漢
詩
人

・
書
家

・
教
育
者
。

②
⑦
原
富
太
郎

"
実
業
家

・
美
術
収
集
家
。

③
荒
井
賢
太
郎

"
官
僚

・
政
治
家
。

④
有
吉
忠

=

官
僚

・
政
治
家
。

⑧
⑲
⑳
上
真
行

"
雅
楽
師

・
音
楽
家

・
漢
詩
人

・
書
家
。

⑨
堀
口
九
萬

=

外
交
官

・
漢
詩
人

・
随
筆
家
。

⑩
有
島
生
馬

"
画
家

・
随
筆
家
。

⑫
頼
母
木
桂
吉

"
政
治
家

・
実
業
家
。

⑬
高
野
辰
之

"
国
文
学
者

・
作
詞
家
。

⑭
菅
原
時
安

"
僧
侶

・
鎌
倉
建
長
寺
管
長
。

⑮
与
謝
野
寛

"
歌
人

・
漢
詩
人
。

⑳
尾
崎
行
雄

"
政
治
家

・
歌
人

・
漢
詩
人
。

⑪
⑳
丸
田
尚

一
郎

"
?
。
⑯
⑰
飯
塚
彦
治
郎

"
?
。
⑱
鈴
木
朔
太
郎

"
?
。

内
山
英
保
編
輯

和
漢

ア
ン
ソ
ロ
ジ
:

『
冬
柏
山
房
抄
』
の
意
義

以
上
挙
げ
た
十
五
人

の
中
か
ら
数
篇
を
選
ん
で
少
し
解
説
を
し
て
お
く
こ
と
に

す
る
。冬

柏
山
房
口
吟

原

富
太
郎

⑦

冬
柏
山
房
の
口
吟

主
人
結
屋
園
山
頂

主
人

屋
を
園
山
の
頂
に
結
び

秋
入
山
渓
林
色
紅

秋
は
山
渓
に
入
り
て
林
色
紅
な
り

枝
上
小
禽
馴
相
聴

枝
上
の
小
禽

馴
に
し
て
相
聴
き

吟
声
為
動
白
雲
中

吟
声

為
に
動
く
白
雲
の
中

※
昭
和
八
年
秋
十
月
、
冬
柏
山
房

で
の
詩
、
自
筆
の
作
。
七
言
絶
句
。
冬
柏
山

房
か
ら
の
山
内
の
風
景
を
詠
じ
て
い
る
。

内
山
英
保
に
と

っ
て
大
切
な
客
人

で
あ
る
が
、
時
に
訪
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、

他
の
人
々
と
連
れ
だ

っ
て
歌
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
書
画
を
嗜
ん
だ
が
短
歌
の
作
は
な
い
。
②
は
三
渓
の
画
に
画
賛
体
で
書

か
れ
て
い
る
が
、
⑦
と
詩
の
句
に
異
同
も
あ
り
、
同
時
の
作
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
②
は
冬
柏
山
房
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。

越
山
荘
偶
成

越
山
荘
に
て
偶
た
ま
成
る
は
ん
は
く

解
衣
葉
礁
庭

蘇

〃
万
松
鳴

幽
味
留
琴
意

微
吟
適
酒
情

泉
流
潔
如
玉

樹
影
大
於
城

鎮
日
無
人
過

薫
然
門
巷
清

衣
を
解
き

班鍵
必
と
し
て

鎮 樹 泉 微 幽
日 影 流 吟 味

 

薫
然
と
し
て

堀
口
九
萬

一

葉
礁
し
て
処
る
に

万
松
鳴
り

琴
意
を
留
あ

酒
情
に
適
う

潔
き
こ
と
玉
の
如
く

城
よ
り
も
大
に
し
て

人

の
過
ぎ
る
無
く

門
巷

清
し

⑨

※
昭
和
八
年
九
月
十
六
日
越
山
荘
で
の
自
筆
の
作
、
五
言
律
詩
。
越
山
荘

の
山
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内
山
英
保
編
輯

和
漢

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

『冬
柏
山
房
抄
』
の
意
義

水
の
自
然
の
風
景
、
山
荘
の
静
寂
な
雰
囲
気
の
た
た
た
ず
ま
い
を
詠
じ
る
。

堀
口
九
萬

一
は
昭
和
八
年
九
月
十
六

日
、
前
の
原
三
渓
は
同
年

の
十
月
、
に
訪

れ
た
時
の
作
。
両
首
と
も
に
秋
の
山
水

の
静
寂

で
超
世
間
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ

て
い
る
。

堀
口
九
萬

一
は
、
明
星

の
同
人
堀

口
大
学

の
父

で
あ
る
。
外
交
官

で
あ
る
が
、

与
謝
野
寛

の
漢
詩

の
友

で
も
あ
る
。

頼
母
木
春
陽

⑫

楓
林
秋
已
老

楓
林

秋
已
に
老

い

日
暮
影
方
疎

日
暮

影
方
に
疎

な
り

怪
越
山
荘
白

越
山
荘
の
白
き
を
怪
し
む

団

〃
月
上
初

団
団

月
上
る
こ
と
初
め
な
り

※
詩
題
は
無
い
。
頼
母
木
春
陽
は
頼
母
木
桂
吉
、
政
治
家

・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

制
作
年
時
は
不
詳
だ
が
、
季
節
は
秋

の
初
め
。
日
が
暮
れ
て
越
山
荘
の
楓
林
に
上

り
始
め
た
満
月
を
詠
じ
た
五
言
絶
句
、
自
筆
の
書
。
新
聞
社
の
社
長
、
自
動
車
会

社
の
重
役
、
衆
議
院
議
員
、
立
憲
民
政
党
幹
事
長
等
を
歴
任
し
た
政
治
家
で
も
あ
っ

た
。

題
越
山
荘

春
花
秋
月
又
冬
雪

風
景
四
時
風
景
新

珍
重
越
山
真
面
目

笑
迎
歌
客
与
詩
人

※
制
作
年
時
は
不
明
だ
が
、

時
安
は
号
曇
華
、
臨
済
宗
の
僧

で
、

た
の
で
は
な
い
か
。

迎
え
る
主
を
詠
じ
て
い
る
。

さ
せ
る
。

越
山
荘
に
題
す

菅
原
時
保

⑭

春
花

秋
月

又
た
冬
雪

風
景

四
時

風
景
新
た
な
り

珍
重
す

越
山
の
真
面
目

笑

っ
て
歌
客

と
詩
人
を
迎
う

越
山
荘

で
詠
じ
た
自
筆
の
作
、
七
言
絶
句
。
菅
原

鎌
倉
建
長
寺
管
長
、
英
保
と
は
親
交
が
あ

っ

四
季

の
季
節
が
新
鮮
な
越
山
荘
、
歌
人
ま
た
詩
人
を
喜
ん
で

禅
宗
の
僧
侶
ら
し
い
簡
潔
ま
た
独
特
の
表
現
を
感
じ

冬
柏
満
山
花
自
紅

一
淫
広加休
虐
拠識訪
鼻詩
公羽

径
廻
崖
腹
行
望
海

亭
占
林
梢
坐
聴
風

春
月
照
軒
姑
代
燭

主
人
煎
茗
不
須
童

成
句
唱
和
恰
然
笑

声
在
帰
雲
揺
曳
中

※
浜
久
雄

『全
釈
与
謝
野
鉄
幹
詩
』

山
房
小
集
呈
主
人
」

号

(昭
和
八
年
十
二
月
二
十
八
日
発
行
)

題
が
あ
る
。
制
作
の
時
期
は
不
詳
だ
が
、

ろ
う
。
な
お

『遥
青
書
屋
詩
稿
』

異
同
が
あ
り
、
前
者
は

の
満
開
の
冬
柏

(
つ
ば
き
)

ら
茶
の
も
て
な
し
を
し
、

か
で
談
笑
す
る
声
が
た
な
び
く
雲
に
消
え
て
ゆ
く
光
景
を
詠
じ
て
い
る
。

の
短
歌
の
師
、
寛
が
弟
子
の
た
め
に
短
歌
以
外
に
漢
詩
を
贈

っ
た
の
で
あ
る
。

(老
人
会
)

同
声
旧
侶
気
如
蘭

重
衙
湘
荘
白
玉
欄

腿
尺
仙
山
送
濃
翠

髭
辺
不
覚
二
毛
寒

与
謝
野

寛

⑮

冬
柏
山

に
満
ち

花
自
ず
か
ら
紅
な
り

一
渓
深
き
処

詩
翁
を
訪
う

径
は
崖
腹
を
廻
り

行
き
て
海
を
望
み

亭
は
林
梢
を
占
め

坐
し
て
風
を
聴
く

春
月

軒
を
照
ら
し
て
姑
ら
く
燭
に
代
え

主
人
茗
を
煎
じ
る
に
童
を
須
い
ず

句
成

っ
て
唱
和
し

恰
然
と
し
て
笑
う

声
は
帰
雲
揺
曳
の
中
に
在
り

(『遥
青
書
屋
詩
稿
』
に
は
①

「鎌
倉
冬
柏

の
詩
題
が
あ
り
二
首
を
載
せ
る
。)
、
『
冬
柏
』
第
五
巻
第

一

に
は

「冬
柏
山
房
小
集
席
上
作
」
の
詩

季
節
は
春
。
昭
和
五
年
以
降
の
作
で
あ

と
、
『
冬
柏
』
『冬
柏
山
房
抄
』
で
は
第
七
句
に

「更
關
唱
和
暎
然
笑
」
と
す
る
。
冬
柏
山
房
を
囲
む
山
々

の
紅
い
花
が
咲
き
み
だ
れ
、
月
光
の
も
と
で
主
人
自

で
き
あ
が

っ
た
詩
句
を
唱
和
し
和
や
か
な
雰
囲
気

の
な

内
山
氏

上

夢
香

⑳

同
声

の
旧
侶

気

蘭

の
如
し

重
ね
て
湘
荘
の
白
玉
欄

に
椅
る

腿
尺
の
仙
山

濃
翠
を
送
り

髪
辺

二
毛
の
寒
き
を
覚
え
ず

名
遂
功
成
無
個
憂

名
遂
げ
功
成
り
て

個
憂
無
し
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十
人
…襟
宇
太
清
修

十
人
の
襟
宇

太
だ
清
修

壮
齢
鼓
葱
四
軒
寺

壮
齢
鼓
悲

四
軒
寺

還
暦
飛
膓
百
尺
楼

還
暦

飛
膓
す

百
尺
の
楼

同
声
会
員
の
還
暦
の
宴
集
に
二
首

を
賦
し
、
以
て
此

の
日
を
賀
す
。
会
す
る

者
、
幸
田
女
史
以
下
総

べ
て
十
名
、
皆
な
楽
壇

の
先
覚
な
り

夢
香
、
病
夫
真
行

※
内
山
英
保
は
今
の
東
京
芸
大
の
出
身

で
も
あ
り
、
上
真
行
は
師
に
あ
た
り
後

に
東
京
芸
大
教
授
を
勤
め
た
。
雅
楽
師

の
家
系
、
チ

ェ
ロ
奏
者
で
も
あ

っ
た
が
漢

詩
人
で
も
あ

っ
た
。
内
山
英
保
が
越
山
荘

で
十
人

の
同
窓
生
と
還
暦
同
窓
会
を
催

し
た
時
に
、
高
齢
で
病
気
の
た
め
出
席

で
き
な
か

っ
た
上
真
行
が
贈

っ
た
も
の
。

昭
和
七
年
六
月
十
二
日
。
越
山
荘
の
超
世
俗
的
な
環
境
の
中
で
、
音
楽
の
世
界
で

活
躍
す
る
教
え
子
た
ち
の
還
暦
会
を
祝

し
た
七
言
絶
句
二
首
。

序
で
な
が
ら
、
其
日
郷
家
に
命
じ
越

の
海
に
て
漁
れ
た
鯛
を
雪
詰
め
に
し
て
上
、

乗
杉
の
両
先
生

へ
拝
送
さ
せ
た
所
、
上
先
生
か
ら
は
同
時

に
左
の
二
首
を
も
与
え

ら
れ
た
か
ら
、
之
を
併
記
し
て
筆
を
欄
く
。
(乗
杉
、
上
先
生
と
も
に
音
楽
大
学

で
の
英
保
の
恩
師
)
。

北
海
波
揺
首
夏
風

北
海
の
波

首
夏

の
風
を
揺
ら
し

⑳

此
魚
遊
泳
色
殊
紅

此
に
遊
泳
す
る
魚

色
殊
に
紅
な
り

高
情
重
又
恭
嘉
睨

高
情
重
ね
て
又
た
嘉
睨
を
恭
く
す

歓
湧
貧
翁
庖
屋
中

歓
は
湧
く

貧
翁
庖
屋
の
中

厨
女
執
刀
斜
照
鯨

厨
女
刀
を
執
り
て

斜
照
余
し

⑳

撃
鮮
成
瞼
悦
伊
予

鮮
を
撃
ち
て
鰭
を
成
し

伊
予
を
悦
ぶ

都
門
所
鶴
無
斯
美

都
門

鷲
ぐ
所

斯
の
美
無
し

り
よ
う

紅
騒
欺
花
三
尺
魚

紅
謡

花
を
欺

く

三
尺
の
魚

※
当
日
欠
席
の
二
人
の
恩
師
に
、
内
山
英
保
が
故
郷
石
川
の
実
家
か
ら
雪
詰
め

に
し
て
送

っ
た
鯛
の
贈
り
物
に
対
し
て
、
上
真
行
か
ら
追
贈
さ
れ
た
謝
意
の
漢
詩

内
山
英
保
編
輯

和
漢

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

『
冬
柏
山
房
抄
』
の
意
義

二
首
。
上
真
行
は
多
彩
な
才
能

の
芸
術
家

で
、
和
洋
の
音
楽
に
通
じ
、
漢
詩
人
ま
た
書

家
で
も
あ
り
、
内
山
英
保
の
尊
敬
す
る
芸
術
面
の
師
で
あ

っ
た
。

○

『冬
柏
山
房
抄
』
は
、
や
は
り
和
漢

の
両
分
野
に
わ
た
る
詞
華
集
で
あ
る
。
そ

の
特
殊
な
内
容
は
、
編
者

で
あ
る
内
山
英
保
の
強
烈
か

つ
緻
密
な
意
図
が
秘
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
の
広
さ
、
作
者
の
範
囲
の
広

さ
に
は
、
違
和
感
を
覚
え
る
ほ
ど
の
特
異
な
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
選
択

は
短
歌
を
中
心
と
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
冒
頭
の
部
分
を
飾
る
の
は
大
半
が
自
筆

の
漢
字
の
書
で
あ
り
画
な
の
で
あ
る
。
色
彩
を
活
か
し
た
作
品
の
数
が
多
い
こ
と

は
制
作
費
無
視
の
贅
沢
な
書
物

の
印
象
を
与
え
る
が
、
編
輯
を
自
身
の
手
で
行

っ

て
い
る
の
は
自
ら
の
人
生

の
集
大
成

の
事
業
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。実
業
家
と
し
て
人
生
の
大
半
を
過
ご
し
晩
年
に
至

っ
て
還
暦
以
後
の
見
事
な
ま

で
に
徹
底
し
た
作
歌
活
動

へ
の
転
身
は
、
内
山
英
保
の
心
底
の
哲
学
の
転
向
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
り
、
『冬
柏
山
房
抄
』

の
評
価
す

べ
き
点
は
こ
の
辺
に
あ
る
と

推
察
し
、
「
冬
柏
」
の
名
称

の
問
題
と
と
も
に

『
冬
柏
山
房
抄
』
以
後
の
内
山
英
保

の
動
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
と
考
え
る
。

[注
]

(1
)

英
保
が
新
詩
社
の
同
人
に
な

っ
た
時
期

に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
が
、
新

詩
社
の

『
明
星
』
第
二
次
、
及
び

『
与
謝
野
寛
年
譜
』
(与
謝
野
光
編
)
に
よ

っ

て
推
測
す
れ
ば
、

○
真
珠
抄
十
二
首

(『明
星
』
第
二
次

・
第
十
巻
第

一
号

"
大
正
十
五
年
十
二

月
二
十
日
発
行
)

○
昭
和
二
年
一
⑩b。
刈、
箱
根
小
涌
谷

に
て
新
年
を
迎
う
。
同
行
は
平
野
万
里

・
関

戸
信
次
二
君
と
晶
子
な
り
。
後
れ
て
有
島
生
馬

・
内
山
英
保
二
君
来
た
り
会
す
。

(『与
謝
野
寛
年
譜
』
)
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内
山
英
保
編
輯

和
漢

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

『冬
柏
山
房
抄
』
の
意
義

○
今
年

(昭
和
二
年
)

の
正
月
元
旦
か
ら
平
野
万
里
君
と
自
分
達
夫
婦
と
が
先

ず
箱
根
小
涌
谷
の
三
河
屋
に
行
き
、
翌
日
に
関
戸
信
次
君
、
三
日
に
有
島
生
馬
君

と
内
山
英
保
君
と
が
来
ら
れ
、
有
島
、
内
山
二
君
は

一
泊
し
て
帰
ら
れ
た
が
、
他

は
五
日
ま
で
滞
在
し
た
。
其
時

の
詠
草

が
此
号
の

「函
山
冬
景
」

で
あ
る
。
(『
明

星
』
第
二
次

・
第
十
巻
第
二
号

二

隅
の
卓

"
昭
和
二
年
四
月

一
日
発
行
。)
な

お

「函
山
冬
景
」
は
同
号
に
掲
載
、
十

五
首
連
作
。

※
以
上

の
こ
と
か
ら
、
同
人
と
な

っ
た

の
は
鎌
倉
に
転
居
し
た
大
正
十
五
年
一露
①

ご
ろ
か
と
推
測
さ
れ
る
。

(
2
)

印
刷
者
は
鈴
木
赴
武
、
印
刷
所
は
明
章
印
刷
所
。
鈴
木
氏
は

『
冬
柏
』
の

同
人
、
「明
章
印
刷
所
」
は

『冬
柏
』
と
同
じ
印
刷
所
で
あ
る
。

(
3
)

「
鎌
倉
な
る
千
葉
が
谷
と
佐
介
が
谷
の
境
す
る
山
に
、
我
が
友
内
山
英
保

ぬ
し
の
家
あ
り
、
そ
の
家
、
四

つ
の
所

に
分
か
れ
て
建
て
り
。
:
:
書
斎
に
入
れ

ば
、
浄
几
あ
り
、
櫨
あ
り
、
棚
に
古
書

の
数
巻
を
重
ね
、
壁
に
禅
家
の

一
軸
を
懸

け
て
、
白
き

一
枝
の
花
を
瓶
に
挿
せ
り
。
こ
の
書
斎
を
あ
る
じ
が
冬
柏
山
房
と
名

づ
け
た
る
は
、
山
に
自
生
の
椿
多
く
し

て
、
冬
よ
り
春
に
及
ぶ
ま
で
花
を
絶
た
ず
、

枝
に
あ
る
、
地
に
散
れ
る
、
共
に
あ
る
じ
の
愛
す
る
所
に
し
て
、
お
の
れ
寛
の
早

く
考
証
し
た
る
国
語

の

「
つ
ば
き
」

の
語
原
が
、
漢
語
の

「冬
柏
」

の
古
音
日
宰

剛
p
犀
の
転
音
な
る
こ
と
に
由
り
ぬ
。
」

(『冬
柏
山
房
抄
』
「冬
柏
山
房

の
記
」
寛
)。

命
名
の
期
日
に
つ
い
て
は
不
詳
。

(4
)

昭
和
七
年
お
ωb。
に
は
、

一
月

に
有
賀
精
の

「真
珠
庵
」
(吉
浜
)
、
二
月
に

岡
崎
よ
ね
子
の

「長
生
荘
」
(伊
東
)
、
島
谷
亮
の

「拡
書
山
荘
」
(
一
碧
湖
)
、
七

月
に
山
本
直
良
の

「久
如
園
」
(軽
井
沢
)
、
九
月
に
内
山
英
保
の

「冬
柏
山
房
」

(鎌
倉
)
、
十

一
月
に
信
楽
真
純
の

コ

行
荘
」
(京
都
鞍
馬
寺
)
、
昭
和
八
年

一
月

に
吉
井
彦
太
郎
の

「五
松
山
荘
」
(伊
豆
)
等
。
(『与
謝
野
寛
年
譜
』
)

(5
)

散
文
に
は
、
「冬
柏
山
房
の
記
」
与
謝
野
寛
。
(日
付

"
昭
和
十
年

一
月
末
)。

「山
荘
懐
古
」
有
島
生
馬
。
「
山
房
小
集
の
記
」
佐
藤
保
。
「雑
木
の
花

(上
)
よ

り
」
与
謝
野
晶
子
。
「雑
木

の
花

(下
)
よ
り
」
与
謝
野
晶
子
。
「冬
柏
亭
雑
記
の

一
節
」
與
謝
野
晶
子
。
「還
暦
互
祝

の
記
」
英
保
。
「鎌
倉
日
記
の
数
節
」
与
謝
野

晶
子
。
「鎌
倉
今
昔
の
感
」
戸
川
秋
骨
。
「
有
名
と
無
名

(上
)」
英
保
。
「有
名
と

無
名

(下
)」
英
保
。
等
が
あ
る
。

(
6
)

三
渓
は
号
、
原
富
太
郎
。
本
名
は
青
木
富
太
郎
。
岐
阜
県
出
身
で
、
実
業

家
ま
た
茶
人
。
横
浜
の
豪
商
、
原
善
三
郎
の
婿
養
子
と
な

っ
た
。
富
岡
製
糸
工
場

を
三
井
家
か
ら
譲
り
受
け
帝
国
蚕
糸
社
長
、
ま
た
横
浜
銀
行
頭
取
と
な

っ
た
。
三

渓
園

(横
浜
市
中
区
、
義
父
善
三
郎
氏
の
別
荘
)
を
造
り
、
全
国
の
古
建
築
を
移

築
し
戦
後
横
浜
市
に
譲
渡
。
明
治
三
五
年
一⑩
Ob。ご
ろ
か
ら
別
荘
地
を
本
宅
と
し
て

造
園
、
明
治
三
九
年
一⑩
O①
に
開
園
公
開
、
百
年
を
経
て
平
成
十
九
年
NO
O
刈
に
国
の

名
勝
地
に
指
定
さ
れ
た
。

(
6
)

内
山
英
保
は
、
明
治
の
初
め
に
生
ま
れ
、
太
平
洋
戦
争
終
戦
の
年
の
二

ヶ

月
前
、
六
月
に
亡
く
な
る
。
明
治

・
大
正

・
昭
和
の
三
代
を
生
き
た
波
瀾
万
丈
の

生
涯
で
あ
り
、
享
年
七
十
七
歳
。

(7
)

*
①
昭
和
三
年
十
二
月
二
日

「内
山
老
兄
の
お
宅
に
て
冬
柏
会
を
催
さ
れ
候
由

に
つ
き
、
お
差
繰
り
下
さ
れ
彼
地

へ
お
出
懸
い
か
が
や
。」
(与
謝
野
寛
か
ら
菅
沼

宗
四
郎
宛

の
書
簡

・

『鉄
幹
と
晶
子
』)
。
「昭
和
三
年
十
二
月
二
日
、
薄
時
雨
し

て
寒
い
日
だ

っ
た
。
俗
事
二
件
を
片
づ
け
て
…鎌
倉

へ
出
か
け
る
。
十

一
時
十
二
分
、

与
謝
野
氏
夫
妻
と
平
野
万
里
氏
を
駅
に
迎
え
て
扇
が
谷
越
山
荘
内
山
英
保
氏
方
に

至
る
。
主
人
は
既
に
山
上
の
冬
柏
山
房
に
入

っ
て
高
浜
虚
子
、
荻
原
井
泉
水
両
氏

と
対
談
中
で
あ

っ
た
。
・
:
・越
山
荘

へ
引
き
返
し
た
の
が
午
後
三
時
頃
、
帝
大
生

の
田
中
悌
六
氏
が
待
ち
か
ね
て
居
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
冬
柏
会
第
六
回
例
会
に
移

っ

て
歌
作
に
耽
る
。
遅
れ
ば
せ
に
関
戸
信
次
氏
も
見
え
る
。」

(『冬
柏
山
房
抄
』
「山

房
小
集
の
記
」)

*
②
昭
和
五
年
三
月
二
七
日

「三
月
二
十
七
日
に
、
与
謝
野
先
生
御
夫
妻
、
内

山
、
関
戸
二
氏
、
近
江
、
桑
野
二
夫
人
、
掛
貝
君
と
私
と
で
葉
山

へ
行

っ
た
。
途

中
、
鎌
倉
の
内
山
氏
の
冬
柏
山
房

へ
寄

っ
た
が
、
楓
の
若
葉
な
ど
既
に
初
夏
の
趣

で
、

一
同
を
驚
か
し
た
。」
(『冬
柏
』
「消
息
」
第

一
巻

・
第
二
号
)

*
③
昭
和
五
年
十
二
月
七
日

「十
二
月
七
日
の
日
曜
に
横
浜
短
歌
会
の
例
会
が
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鎌
倉
の
冬
柏
山
房
で
催
さ
れ
、
東
京
か
ら
井
上
苔
渓
、
掛
貝
芳
男
、
田
中
悌
六
、

上
田
美
津
子
、
北
川
恵
礎
子
四
氏
と
共
に
私
達
夫
妻
が
参
会
し
た
。」

(『冬
柏
』

「消
息
」
第
二
巻

・
第

一
号
)

*
④
昭
和
六
年
五
月
二
十
四
日

「
わ
た
く
し
と
妻
と
は
四
月
二
十
日
か
ら
光

一

日
ま
で
、
鎌
倉
姥

ヶ
谷
の

「松
の
屋
敷
」
に
滞
在
し
た
。
有
島
生
馬
氏

の
別
荘

で

あ
る
。
:
:

「松
の
屋
敷
」
の
外
、
内
山
氏
の
冬
柏
山
房
、
香
風
園
、
野
間
氏
宅

等

で
歌
を
詠
ん
だ
。」
(『冬
柏
』
「消
息
」
第
二
巻

・
第
六
巻
)

*
⑤
昭
和
七
年
九
月

「九
月
、
鎌
倉

な
る
内
山
英
保
氏
の
冬
柏
山
房
を
晶
子
と

共

に
訪
い
、

一
泊
す
。」

(『与
謝
野
寛

年
譜
』
)。
「鎌
倉

の

一
夜
」
e

・
口

(『冬

柏
』
第
三
巻
第
十

一
号
)。
「前
週
の
日
曜
日
に
横
浜
短
歌
会
の
例
会
が
鎌
倉

の
冬

柏
山
房

で
催
さ
れ
た
。」
(『冬
柏
山
房
抄
』
「鎌
倉
の

一
日
」
晶
子
)
。

*
⑥
昭
和
七
年
九
月
三
日

「昭
和
七
年
九
月
三
日
来
荘
の
与
謝
野
両
先
生
に
近

江

・
高
橋

・
辻

の
三
夫
人
を
加
え
て
鎌
倉
山
に
出
遊
せ
る
折

の
歌
。」

(『冬
柏
山

房
抄
』
)

*
⑦
昭
和
九
年
五
月
十

一
日
。

*
⑧
昭
和
十
年

一
月
四
日
。

※
与
謝
野
夫
妻
が
初
め
て
内
山
邸
を
訪
れ
た
の
は
、
昭
和
三
年
十
二
月
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
(『冬
柏
』
創
刊
以
前
な
の
で
こ
の
冬
柏
会
の

「冬
柏
」
は

「冬
柏
山

房
」
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
)

(8
)

内
山
氏

の

『
明
星
』
第
二
次
及
び

『
冬
柏
』

へ
の
短
歌
の
投
稿
は
、

[明
星
第
二
次
]
(
二
七
首
)

①
真
珠
抄

十
巻

・
一
号
「新
年
号
」大

正
十
五
年
十
二
月
二
十
日
発
行

一
二
首

②
函
山
冬
景
そ
の
五

十
巻

・
二
号

昭
和
二
年
四
月

一
日
発
行

一
五
首

[冬
柏
]
(二
〇
七
首
)

①
山
居
雑
詠

一
巻

・
一
号

昭
和
五
年
三
月
二
三
日
発
行

八
首

②
山
房
雑
詠

一
巻

・
二
号

昭
和
五
年
四
月
二
三
日
発
行

九
首

③
山
房
雑
詠

一
巻

・
三
号

昭
和
五
年
五
月
十
八
日
発
行

一
九
首

④
冬
柏
山
房
抄

一
巻

・
四
号

昭
和
五
年
六
月
二
三
日
発
行

一
九
首

内
山
英
保
編
輯

和
漢

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

『冬
柏
山
房
抄
』
の
意
義

⑤
山
房
雑
詠

⑥
冬
柏
山
房
抄

⑦
冬
柏
山
房
抄

⑧
冬
柏
山
房
抄

⑨
冬
柏
山
房
抄

⑩
冬
柏
山
房
抄

⑪
鎌
倉
詠
草

(六
)

⑫
刀
水
遊
草

(9
)

冒
頭
の

は
亡
く
な
る
。

し
て
い
る
。

(
10
)

島
生
馬
、

次
は
関
戸
信
次
、

(
11
)

一
、

巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻

八 六 一 九 八 七 六 五
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「冬
柏
山
房
記
」
執
筆
の
二
ヶ
月
後
、

内
山
氏
は
、
こ
の

「冬
柏
山
房
記
」

昭
和
五
年
七
月
二
五
日
発
行

一
九
首

昭
和
五
年
八
月
二
五
日
発
行

一
九
首

昭
和
五
年
九
月
二
五
日
発
行

一
九
首

昭
和
五
年
十
月
二
五
日
発
行

一
九
首

昭
和
五
年
十

一
月
二
五
日
発
行

一
九
首

昭
和
五
年
十
二
月
二
五
日
発
行

九
首

昭
和
六
年
五
月
二
五
日
発
行

三
九
首

昭
和
六
年
七
月
二
五
日
発
行

九
首

三
月
末
の
二
十
六
日
に
寛

が
寛
の
散
文
の
絶
筆
だ
と
記

略
称

の
名
は
、
「松
五
は
広
川
松
五
郎
、
弩
堂
は
尾
崎
弩
堂
、
生
馬
は
有

柏
亭
は
石
井
柏
亭
、
悌
六
は
田
中
悌
六
、
宗
四
郎
は
菅
沼
宗
四
郎
、
信

満
子
は
近
江
満
子
」
等
で
あ
る
。

の
冒
頭
に
、
尾
崎
弩
堂
自
詠
の
短
歌
九
首
、
末
尾
に
、
英
保
の
短
歌

「尾
崎
先
生
を
迎
え
て
」
十
首
。
ま
た
寛
の

「若
葉
し
て
山
光
る
日
に
主
人
先
ず

待
ち
て
歌
あ
り
我
が
大
人
の
た
あ
」、
晶
子
の

「落
葉
焼
く
煙
信
濃
の
霧
に
似
ぬ

莫
哀
荘
先
生
い
ま
せ
ば
」
、
石
井
龍
男
の

「若
葉
よ
り
弩
堂
夫
人
と
わ
が
大
人
と

ま
ず
出
で
た
ま
う
山
か
げ
の
路
」
等
。
二
、

の
冒
頭
の
寛

の
歌
に
、
「開考
堂
先
生

も
来
会
せ
ら
る
」
と
題
し
た

「御
代
の
た
め
重
き
を
負
え
る
大
人
も
ま
た
我
等
と

在
れ
ば
歌
い
た
ま
え
り
」
他
三
首
。
弩
堂
自
詠
の
短
歌
は

一
八
首
。

(
12
)

同
人
誌

『冬
柏
』

へ
の
投
稿
は
昭
和
六
年
ご
ろ
が
最
終

で
あ
る
。

(
3ユ
)

命
名
の
時
期
に

つ
い
て
は
、
晶
子
の
随
筆
の
中
の

コ

昨
年
」
と
い
う
記

述
が
正
確
で
あ
れ
ば
、
「
昭
和
三
年
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
(『冬
柏
山
房
抄
』

「
冬
柏
亭
雑
記
の

一
節
」

"
与
謝
野
晶
子

"
昭
和
五
年
四
月
)
現
在
は
ま
だ
未
確

認
で
あ
る
。

(
14
)

唯

一
の
例
外
は
、
尾
崎

(弩
堂
)
行
雄

で
あ
る
。
「冬
柏
山
房
」
の
扁
額

は
弩
堂
の
筆
に
よ
る
。
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